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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

「
散
文
の
な
か
の
〈
和
歌
〉
」
趣
旨

司
会

法
政
大
学

阿
部

真
弓

和
歌
と
散
文
。
こ
の
二
つ
は
異
な
る
姿
と
表
現
体
系
を
持
ち
な
が
ら
、
一
つ
の
作
品
の
中
で
共
存
し
、
連
関
す
る
。

殊
更
に
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
物
語
や
日
記
文
学
で
和
歌
を
持
た
な
い
作
品
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
し
、
能
の
詞
章
や
道
行
文
の
生
成
に
は
、
和
歌
が
大
き
く
関
与
し
た
。
歌
集
（
家
集
）
も
、
和
歌
だ
け
が
収
め
ら

れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
散
文
で
書
か
れ
た
詞
書
、
序
や
跋
を
持
つ
も
の
も
多
い
。

研
究
の
細
分
化
と
緻
密
化
が
進
み
、
と
も
す
れ
ば
、
和
歌
か
、
散
文
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
に
注
目
し
追
究
し
が

ち
な
傾
向
に
あ
る
中
、
そ
の
折
々
に
時
宜
を
得
て
、
あ
ら
た
め
て
和
歌
と
散
文
の
関
係
に
つ
い
て
問
い
か
け
、
考
察
す

る
こ
と
で
、
文
学
研
究
は
よ
り
深
め
ら
れ
て
き
た
。
和
歌
と
散
文
は
、
作
品
内
部
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
機

能
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
表
現
・
修
辞
の
点
で
相
互
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
。
主
従
か
、
補
完
か
、

対
等
か
。
融
合
か
、
複
合
か
、
対
項
か
。
文
学
研
究
の
深
化
の
た
め
に
常
に
問
い
直
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
作
品
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
、
時
代
性
や
文
学
史
と
い
う
枠
組
の
中
で
再
考
し
続

け
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
和
歌
と
散
文
の
関
係
に
つ
い
て
、
散
文
の
作
品
に
お
け
る
和
歌
、
お
よ
び
和
歌
的
表
現

を
切
り
口
と
し
て
、
近
年
の
研
究
成
果
よ
り
見
出
さ
れ
た
問
題
点
を
提
示
し
、
ま
た
新
た
な
知
見
を
切
り
拓
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
物
語
・
軍
記
・
説
話
研
究
の
立
場
か
ら
、
〈
和
歌
〉
に
着
目
す
る
こ
と
で
何

が
見
え
て
く
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
読
み
直
せ
る
の
か
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
き
、
司
会
か
ら
も
聊
か
な
が
ら
日
記

文
学
（
紀
行
文
）
の
問
題
に
触
れ
つ
つ
、
フ
ロ
ア
と
と
も
に
、
一
見
古
く
と
も
常
に
新
し
く
、
魅
力
的
な
こ
の
テ
ー
マ

に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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中
世
王
朝
物
語
と
和
歌

早
稲
田
大
学

新
美

哲
彦

作
り
物
語
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
中
歌
や
引
歌
表
現
、
歌
語
表
現
な
ど
の
和
歌
的
表
現
を
通
し
て
、
和
歌

の
豊
か
な
蓄
積
を
散
文
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
表
現
空
間
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
特
に
『
源
氏
物
語
』
で

は
作
中
歌
を
含
め
た
和
歌
的
表
現
と
散
文
部
分
が
密
接
に
関
わ
り
合
い
、
物
語
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
作
り
物
語
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
、
以
降
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
い
て
は
、
『
風
葉

和
歌
集
』
以
前
、
以
降
で
大
き
く
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

で
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
作
り
物
語
（
中
世
王
朝
物
語
）
と
和
歌
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。一

つ
づ
つ
の
検
討
を
す
る
い
と
ま
も
力
量
も
な
い
が
、
ま
ず
は
、
作
中
歌
と
引
歌
表
現
の
量
の
変
化
を
比
較
検
討
す

る
こ
と
で
、
平
安
期
の
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
物
語
、
『
源
氏
物
語
』
以
降
の
物
語
、
鎌
倉
期
以
降
の
『
風
葉
和
歌
集
』

以
前
の
物
語
、
『
風
葉
和
歌
集
』
以
降
の
物
語
の
四
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
変
化
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
『
風
葉
和
歌
集
』
以
前
・
以
降
の
作
り
物
語
に
お
け
る
和
歌
的
表
現
の
質
の
変
化
を
比
較
検
討
す
る
対
象
と

し
て
、
『
風
葉
和
歌
集
』
所
載
の
、
作
中
歌
・
引
歌
表
現
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
『
我
が
身
に
た
ど
る
姫
君
』
と
、
『
風

葉
和
歌
集
』
に
載
ら
な
い
物
語
か
ら
、
作
中
歌
数
に
比
べ
て
引
歌
表
現
の
多
さ
が
目
立
つ
『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
を

取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
中
歌
を
含
む
和
歌
的
表
現
の
特
徴
や
差
異
を
見
た
上
で
、
成
立
時
期
・
成
立
圏
を
考
え

て
み
た
い
。
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い
く
さ
の
舞
台
と
歌
こ
と
ば

関
西
学
院
大
学

北
村

昌
幸

中
世
の
人
々
に
と
っ
て
和
歌
は
心
情
吐
露
の
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
愛
す
る
者
と
の
別
れ
や
、

世
の
移
り
変
わ
り
へ
の
嘆
き
な
ど
、
彼
ら
の
感
情
の
高
ま
り
を
描
く
こ
と
の
多
い
軍
記
物
語
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
し

ば
し
ば
和
歌
の
力
に
頼
る
こ
と
で
そ
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
道
行
文
と
呼
ば
れ
る
記
事
に
お
い
て
、
古

歌
の
表
現
を
利
用
し
な
が
ら
虜
囚
の
足
取
り
を
描
い
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
に
も

数
々
の
歌
こ
と
ば
が
散
見
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
軍
記
の
軍
記
た
る
所
以
、
す
な
わ
ち
合
戦
の
場
面
に
目
を
転
じ
る
と
、
和
歌
お
よ
び
和
歌
的
な
要
素
は
必

ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
。
源
頼
政
の
辞
世
歌
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、「
其
時
に
歌
よ
む
べ
う
は
な
か
り
し
か
ど
も
」

と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
じ
つ
は
例
外
的
な
逸
話
な
の
で
あ
る
。
張
り
詰
め
た
空
気
の
充
満
す
る
殺
伐
と
し
た

戦
場
は
、
本
来
は
和
歌
か
ら
は
縁
遠
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
（
と
い
う
よ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
）
あ
え
て
、
い
く
さ
の
場
面
に
お
け
る
和
歌
的
な
も
の
を
取
り
上
げ

て
み
た
い
。
合
戦
の
さ
な
か
に
作
中
人
物
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
和
歌
や
、
い
く
さ
が
も
た
ら
し
た
光
景
を
表

象
す
る
歌
こ
と
ば
、
そ
の
ほ
か
関
連
事
象
の
検
討
か
ら
、
軍
記
特
有
の
和
歌
利
用
の
あ
り
方
を
剔
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
散
文
に
寄
与
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
和
歌
の
一
側
面
が
浮
か
び
上
が

る
は
ず
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
『
太
平
記
』
の
引
歌
表
現
を
考
察
の
起
点
と
す
る
。
い
く
さ
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
場
面
に
お
い
て
、
そ

の
景
観
を
表
現
す
る
た
め
に
、
『
太
平
記
』
は
ど
の
よ
う
に
歌
こ
と
ば
を
ち
り
ば
め
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
『
太
平
記
』
の
引
歌
表
現
と
そ
の
出
典
」
（
笠
間
書
院
刊
『
『
太
平
記
』
を
と
ら
え
る
』
第
一
巻
所
収
）
で
わ

ず
か
に
触
れ
た
が
、
本
発
表
で
続
論
を
展
開
し
た
い
。
見
通
し
と
し
て
は
、
『
平
家
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
と
も
比
較

し
な
が
ら
、
漢
語
が
併
用
さ
れ
る
傾
向
に
着
目
し
、
和
漢
混
交
と
い
う
現
象
を
生
み
出
す
表
現
志
向
の
問
題
に
も
視
野

を
広
げ
る
予
定
で
あ
る
。
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説
話
と
和
歌
と
は
い
か
に
結
び
つ
く
か
─
『
十
訓
抄
』
三
舟
譚
の
周
辺
─

山
形
大
学
名
誉
教
授

菊
地

仁

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
私
の
担
当
を
、
「
和
歌
」
が
「
説
話
」
で
ど
う
機
能
し
て
い
る
の
か
、
と
翻
訳
し
、
『
十
訓
抄
』

の
「
和
歌
説
話
」
を
取
り
あ
げ
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

正
確
な
意
味
で
「
和
歌
説
話
」
と
呼
び
う
る
も
の
は
、
「
和
歌
」
と
「
説
話
」
と
の
「
混
合
物
」
な
ら
ぬ
「
化
合
物
」

で
あ
ろ
う
（
拙
著
『
職
能
と
し
て
の
和
歌
』
）
。
も
と
よ
り
、
自
然
科
学
と
違
い
、
こ
の
場
合
の
「
化
合
物
」
は
、
実
験

な
ど
に
よ
る
明
証
性
が
確
保
さ
れ
る
概
念
で
は
な
い
。
あ
え
て
言
え
ば
、
「
化
合
物
」
と
認
定
す
る
に
足
る
解
釈
を
提
出

で
き
る
か
ど
う
か
、
の
方
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

今
回
扱
う
『
十
訓
抄
』
巻
十
の
第
三
、
四
、
五
話
は
、
藤
原
公
任
・
源
経
信
・
源
俊
頼
と
い
う
平
安
朝
和
歌
史
を
代

表
す
る
人
物
た
ち
に
関
す
る
「
説
話
」
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
第
三
、
四
話
は
「
三
舟
（
船
）
の
才
」
の
故
事
と

し
て
、
史
実
の
真
偽
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
も
い
る
。

こ
れ
ら
三
説
話
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
で
も
断
片
的
に
ふ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
「
説
話
」
と
「
和
歌
」
と
の
関

係
を
考
え
る
う
え
で
、
な
お
発
展
性
を
持
つ
問
題
が
潜
在
す
る
よ
う
に
感
じ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
改
め
て
強
く
意
識

し
た
の
は
、
迂
闊
に
も
読
み
逃
し
て
い
た
、
川
平
ひ
と
し
氏
の
「
歌
論
用
語
の
一
基
軸
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

８
７
・
月
報
７
９
』
）
に
接
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
は
、
新
資
料
を
提
示
し
た
り
、
事
実
関
係
を
考
証
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
『
十
訓
抄
』
に
お
い
て

「
化
合
物
」
の
「
和
歌
説
話
」
が
何
を
表
現
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
、
を
検
討
対
象
と
す
る
。
当
面
の
論
点
は
、
藤

原
公
任
に
対
す
る
評
価
、
鵜
鷺
系
定
家
偽
書
と
の
交
渉
、
と
い
う
二
項
目
で
、
最
終
的
に
は
、
「
和
歌
説
話
」
に
お
け
る

身
体
性
と
そ
の
比
喩
の
役
割
へ
も
言
及
し
て
ゆ
く
。
比
較
に
供
す
る
主
な
作
品
は
、
『
袋
草
紙
』
『
三
代
集
之
間
事
』
『
撰

集
抄
』
『
桐
火
桶
』
『
榻
鴫
暁
筆
』
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
基
本
的
な
発
想
を
あ
ま
り
乗
り
越
え
き
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
ぶ
ん
多
角
的
に
『
十
訓
抄
』

三
舟
譚
の
周
辺
を
掘
り
さ
げ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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研
究
発
表
要
旨

流
布
本
『
平
忠
盛
集
』
を
め
ぐ
っ
て

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

穴
井

潤

平
忠
盛
の
家
集
は
、
流
布
本
系
と
異
本
系
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
流
布
本
系
に
つ
い
て
は
、
も
っ

ぱ
ら
神
宮
文
庫
本
を
底
本
に
用
い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
神
宮
文
庫
本
は
、
二
九
首
の
家
集
本
体
部
分
（
Ａ
）
に
、

為
家
筆
本
を
「
不
違
一
字
」
書
写
し
た
と
の
奥
書
（
Ｙ
）
を
付
し
、
さ
ら
に
玉
葉
集
ま
で
の
勅
撰
集
に
見
え
る
「
見
勅

撰
歌
」
九
首
（
Ｂ
）
を
加
え
、
全
三
八
首
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
今
回
、
忠
盛
集
の
諸
本
を
あ
ら
た
め
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
の
一
本
（
一
二
二

―

八
六
八
）
は
、
Ａ
と
奥
書
Ｙ
に
続
い
て
、
夫
木
抄
お
よ
び
歌
枕
名
寄
か
ら
拾
っ
た
七
首
（
Ｃ
）
が
付
加
さ
れ
た
、
全
三

六
首
か
ら
な
る
伝
本
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
尊
経
閣
文
庫
本
は
、
Ａ
の
み
か
ら
な
る
伝
本
で
、
為
家
の
墨
痕
を
「
臨
謄
」

し
た
と
の
寛
文
八
年
奥
書
（
Ｘ
）
を
付
し
て
い
た
。
以
上
の
調
査
に
よ
り
、
流
布
本
忠
盛
集
の
諸
本
は
、
そ
の
形
態
か

ら
、
新
た
に
一
類
（
Ａ
＋
奥
書
Ｘ
）
、
二
類
（
Ａ
＋
奥
書
Ｙ
＋
Ｂ
）
、
三
類
（
Ａ
＋
奥
書
Ｙ
＋
Ｃ
）
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
う
ち
、
基
幹
部
分
の
み
か
ら
な
る
一
類
・
尊
経
閣
文
庫
本
は
、
本
集
の
原
態
を
伝
え
る
伝
本
と
認
め
ら

れ
る
。

ま
た
、
異
同
お
よ
び
仮
名
遣
い
等
を
検
討
し
た
結
果
、
神
宮
文
庫
本
に
は
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
独
自
異
文
が
散
見
さ

れ
、
良
質
な
本
文
と
言
い
難
い
一
方
、
尊
経
閣
文
庫
本
は
、
他
本
で
欠
損
も
し
く
は
判
読
不
能
あ
っ
た
箇
所
も
正
し
く

書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
仮
名
遣
い
も
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
以
前
の
、
定
家
仮
名
遣
い
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
為
家
は
定
家
仮
名
遣
い
を
遵
守
し
た
と
さ
れ
る
が
、
尊
経
閣
本
が
素
性
の
良
質
な
本
文
を
有
し
て
い
る
証
左
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
な
お
二
類
本
中
に
あ
っ
て
、
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
に
は
、
神
宮
文
庫
本
よ
り
も
良
質
な
本
文
要
素

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
と
も
あ
れ
、
今
後
、
本
集
の
研
究
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
に
拠
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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二
十
八
品
歌
の
詠
法
―
本
歌
取
り
作
を
中
心
に
―

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

田
口

暢
之

二
十
八
品
歌
は
『
法
華
経
』
二
十
八
品
の
内
容
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
作
例
は
平
安
中
期
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で

長
期
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
。
先
行
研
究
も
少
な
く
な
い
が
、
特
定
の
時
代
や
歌
人
を
中
心
と
し
て
考
察
し
た
も
の
や
二

十
八
品
歌
か
ら
歌
人
の
信
仰
を
読
み
取
っ
た
も
の
が
多
い
。
本
発
表
で
は
平
安
中
期
か
ら
南
北
朝
時
代
の
作
を
対
象
と

し
、
詠
法
や
表
現
技
法
の
変
遷
を
通
時
的
に
考
察
し
た
う
え
で
、
特
に
本
歌
取
り
作
の
詠
法
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

当
初
、
二
十
八
品
歌
は
経
典
の
句
を
直
訳
し
た
よ
う
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
院
政
期
あ
た
り
か

ら
経
典
に
登
場
す
る
人
物
の
視
点
に
立
っ
た
り
、
経
典
の
内
容
を
比
喩
的
に
表
現
し
た
り
す
る
歌
も
見
え
は
じ
め
る
。

一
方
、
本
歌
取
り
が
和
歌
の
技
法
と
し
て
確
立
す
る
の
と
揆
を
一
に
し
て
、
二
十
八
品
歌
に
お
い
て
も
古
今
歌
な
ど
の

本
歌
取
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
釈
迦
の
叔
母
憍
曇
弥
が
授
記
か
ら
漏
れ
た
こ
と
を
嘆
く
勧
持
品
で

は
「
わ
が
心
な
ぐ
さ
め
か
ね
つ
更
級
や
姨
捨
山
に
て
る
月
を
み
て
」
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
八
・
読
人
不
知
）
が
院
政

期
以
降
に
多
く
摂
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
内
容
の
類
似
が
明
白
な
本
歌
取
り
作
で
あ
る
が
、
新
古
今
時
代
に
な
る
と
、
詠

作
状
況
ま
で
踏
ま
え
な
け
れ
ば
勧
持
品
と
の
関
連
が
読
み
取
れ
な
い
作
も
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
二
十
八
品
歌
は
そ
れ
自
体
『
法
華
経
』
と
い
う
一
種
の
「
物
語
」
に
基
づ
い
て
詠
む
和
歌
で
あ
る
。
そ
の
詠

法
は
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
踏
ま
え
る
方
法
、
い
わ
ゆ
る
物
語
取
り
の
手
法
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
か
。
物
語
取
り
は
新
古
今
時
代
を
中
心
に
流
行
す
る
が
、
二
十
八
品
歌
で
は
作
り
物
語
を
典
拠
と
す
る
作
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
し
か
し
、
『
尊
円
親
王
詠
法
華
経
百
首
』
に
は
『
源
氏
物
語
』
を
踏
ま
え
た
作
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
そ

の
多
く
は
『
源
氏
物
語
』
か
ら
表
現
を
摂
取
す
る
の
み
に
留
ま
る
が
、
中
に
は
内
容
的
に
関
連
す
る
作
も
あ
る
。
本
歌

や
物
語
に
基
づ
く
二
十
八
品
歌
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
も
の
の
、
二
十
八
品
歌
に
お
い
て
も
本
歌
取
り
技
法
や
物
語
取

り
技
法
の
進
展
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
。
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東
山
御
文
庫
蔵
『
百
人
一
首
抄
』
に
つ
い
て
─
三
条
西
公
条
説
の
源
泉
と
行
方
─

埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師

酒
井

茂
幸

東
山
御
文
庫
に
『
百
人
一
首
抄
』
と
外
題
の
あ
る
『
百
人
一
首
』
注
釈
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る(

勅
封
一
一
八
─
一
─
一

三)

。
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
回
や
や
子
細
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
宗
祇
か
ら
三
条

西
公
条
に
伝
え
ら
れ
た
段
階
の
説
や
公
条
が
初
め
て
考
案
し
た
と
思
わ
れ
る
注
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
公
条
の
説
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
『
百
人
一
首
聞
書
』
〔
以
下
「
『
公
条
聞
書
』
と
略
称
〕
が
翻
刻

さ
れ(

有
吉
保･

位
藤
邦
生･

長
谷
完
治･

赤
瀬
知
子
編･

百
人
一
首
注
釈
書
叢
刊
２
『
百
人
一
首
頼
常
聞
書･

百
人
一
首
経

厚
抄･

百
人
一
首
聞
書(
天
理
本･

京
大
本)

』
〈
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
〉)

か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
同

翻
刻
の
解
題
で
も
指
摘
が
あ
る
と
お
り
、
承
応
元
年
刊
の
『
和
歌
七
部
之
抄
』
の
「
仍
覚
御
説
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る

注
釈
本
文(

後
陽
成
天
皇
『
百
人
一
首
抄
』
に
も
見
え
る)

と
は
多
く
一
致
せ
ず
、
『
公
条
聞
書
』
は
複
数
行
わ
れ
た
公
条

の
講
釈
の
一
回
分
か
あ
る
い
は
仮
に
一
回
で
あ
る
と
し
て
も
全
体
像
の
一
部
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
公
条

の
説
の
実
態
解
明
の
た
め
に
東
山
御
文
庫
本
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

東
山
御
文
庫
本
に
は
、
複
数
の
系
統
が
伝
存
す
る
宗
祇
の
注
釈
に
は
見
え
な
い
宗
祇
や
東
常
縁
の
説
が
見
え
、
ま
た

「
称
名
院
」
の
言
談
が
引
か
れ
る
ほ
か
、
『
公
条
聞
書
』
と
本
文
が
照
応
す
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
『
幽
斎

抄
』
と
称
さ
れ
る
彰
考
館
蔵
の
細
川
幽
斎
の
『
百
人
一
首
注
』
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
従
来
指
摘
が
あ
る

が
、
後
陽
成
天
皇
『
百
人
一
首
抄
』
に
「
或
抄
」
と
し
て
引
か
れ
、
そ
の
ほ
か
の
引
用
形
態
を
も
含
め
実
に
八
六
箇
所

の
記
事
の
一
致
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
内
「
相
伝
の
鈔
」
と
称
さ
れ
引
用
さ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
現
存
本
が
「
明
暦
」

印
を
有
す
る
後
西
天
皇
手
択
本
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
東
山
御
文
庫
本
の
親
本
は
、
元
来
か
ら
皇
室
か
少
な
く

と
も
堂
上
公
家
で
相
伝
さ
れ
た
本
で
、
禁
裏
周
辺
の
人
物
の
手
に
よ
り
筆
録
さ
れ
た
注
釈
書
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
発
表
で
は
東
山
御
文
庫
等
に
所
蔵
さ
れ
る
禁
裏
本
の
蔵
書
群
を
も
視
野
に
入
れ
考
察
を
進
め
た
い
。
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『
徒
然
草
』
登
場
人
物
の
家
系
か
ら
み
た
兼
好
と
伊
勢
神
宮
の
関
係

栗
田

進

『
徒
然
草
』
登
場
人
物
の
家
系
に
偏
り
が
あ
る
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
が
伊
勢
神
宮
関
連
の

要
職
（
神
宮
上
卿
・
役
夫
工
上
卿
等
）
に
任
ぜ
ら
れ
る
家
系
で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
要
職
に
就
く
人
は
、
特
定
の
家
系
か
ら
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
で
目
立
つ
の
が
、

久
我
や
西
園
寺
・
徳
大
寺
の
家
系
で
、
ま
さ
に
『
徒
然
草
』
登
場
人
物
の
家
系
に
重
な
る
の
で
あ
る
。
堀
川
具
守
も
、

受
諾
し
な
か
っ
た
が
、
役
夫
工
上
卿
の
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
。

兼
好
と
神
宮
の
関
係
を
み
て
い
く
と
、
先
ず
『
兼
好
自
撰
家
集
』
か
ら
祭
主
大
中
臣
定
忠
と
の
交
流
が
深
か
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
『
三
宝
院
賢
俊
僧
正
日
記
』
に
、
賢
俊
一
行
の
神
宮
参
詣
（
一
三
四
六
）
で
、
兼
好
も
急
に
同
行
し
た
記
述
が

あ
る
事
か
ら
、
兼
好
と
賢
俊
の
関
係
が
窺
え
る
が
、
太
神
宮
法
楽
寺
に
滞
在
中
、
兼
好
は
異
例
な
ほ
ど
の
厚
遇
を
得
て

お
り
、
兼
好
と
神
宮
と
の
特
別
な
関
係
が
想
起
さ
れ
る
。
賢
俊
は
日
野
家
の
出
で
、
尊
氏
の
厚
い
信
頼
を
得
て
後
の
日

野
家
の
栄
達
の
礎
を
作
っ
た
人
で
あ
る
が
、
尊
氏
等
と
共
に
兼
好
の
詠
歌
も
あ
る
『
高
野
山
金
剛
三
昧
院
奉
納
和
歌
短

冊
』
の
巻
頭
に
は
賢
俊
の
歌
が
置
か
れ
て
お
り
、
兼
好
が
賢
俊
と
同
じ
文
化
圏
に
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
二
百
三
十
八
段
で
、
賢
助
の
供
の
僧
都
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
時
、
兼
好
は
こ
の
僧
都
を
す
ぐ
に
探
し
出
し
た

と
自
讃
し
て
い
る
が
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
に
賢
俊
の
師
、
賢
助
が
五
壇
法
を
行
っ
た
時
の
補
佐
に
賢
俊
権
大
僧

都
の
名
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
賢
俊
が
こ
の
段
の
僧
都
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

こ
こ
で
、
日
野
家
と
神
宮
の
関
係
に
も
注
目
す
る
と
、
賢
俊
の
甥
の
忠
光
・
光
済
兄
弟
は
武
家
の
力
を
背
景
に
神
宮

の
事
に
も
介
入
し
、
忠
光
は
内
宮
正
遷
宮
（
一
三
四
七
）
に
、
光
済
は
前
述
の
大
中
臣
定
忠
の
孫
親
世
の
外
宮
造
営
使

更
迭
（
一
三
七
九
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
百
五
十
二
・
三
段
に
登
場
す
る
資
朝
は

賢
俊
の
兄
で
あ
る
。

兼
好
は
神
宮
と
関
係
が
深
く
、
そ
れ
で
知
り
得
た
情
報
が
、
『
徒
然
草
』
の
登
場
人
物
や
話
に
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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『
直
談
因
縁
集
』
と
狂
言
―
「
磁
石
」
の
場
合
―

国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

岩
崎

雅
彦

「
磁
石
」
は
狂
言
に
は
珍
し
い
劇
的
な
展
開
に
富
ん
だ
曲
で
、
大
き
く
二
つ
の
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
遠
江
国
の

男
（
ア
ド
）
が
都
へ
上
る
途
中
、
す
っ
ぱ
（
シ
テ
）
に
声
を
か
け
ら
れ
宿
へ
案
内
さ
れ
る
。
す
っ
ぱ
は
宿
の
亭
主
（
ア

ド
）
に
男
を
売
り
、
明
朝
代
金
を
受
け
取
る
約
束
を
す
る
が
、
こ
れ
に
気
付
い
た
男
は
、
す
っ
ぱ
を
装
っ
て
先
に
代
金

を
受
け
取
り
逃
げ
る
。
す
っ
ぱ
が
男
を
追
っ
て
行
き
刀
で
脅
す
と
、
男
は
自
分
は
磁
石
の
精
だ
と
言
っ
て
す
っ
ぱ
を
翻

弄
す
る
。
男
が
逃
げ
る
ま
で
の
前
半
（
人
売
り
説
話
）
と
、
す
っ
ぱ
と
男
が
再
会
す
る
後
半
（
磁
石
説
話
）
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
的
な
性
格
が
強
い
。

こ
の
「
磁
石
」
の
前
半
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
話
が
『
沙
石
集
』
（
巻
七
の
八
「
僻
事
ス
ル
物
ノ
酬
ヒ
タ
ル
事
」
）
に
見
え

る
こ
と
は
、
大
蔵
虎
明
が
『
わ
ら
ん
べ
草
』
（
万
治
三
年
。
一
六
六
〇
）
で
言
及
し
て
お
り
、
『
沙
石
集
』
の
話
と
同
類

の
話
が
「
磁
石
」
の
素
材
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
北
川
忠
彦
氏
、
田
口
和
夫
氏
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
「
磁
石
」
の
男
と
す
っ
ぱ
は
、
『
沙
石
集
』
で
は
二
人
の
法
師
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

近
年
こ
の
類
話
が
新
た
に
見
つ
か
っ
た
。
『
直
談
因
縁
集
』
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
常
陸
国
最
勝
寺
の
天
台

僧
、
舜
雄
が
書
写
し
た
説
話
集
形
態
の
『
法
華
経
』
注
釈
書
で
あ
る
。
二
の
十
九
話
は
『
沙
石
集
』
の
話
と
ほ
ぼ
同
内

容
で
あ
る
が
、
二
人
の
出
家
が
出
会
っ
て
道
連
れ
に
な
る
経
緯
や
、
結
末
の
亭
主
と
法
師
の
や
り
と
り
の
描
写
が
詳
細

で
、
会
話
文
を
多
く
用
い
る
な
ど
演
劇
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

『
沙
石
集
』
や
『
直
談
因
縁
集
』
で
は
、
だ
ま
そ
う
と
し
た
法
師
が
逆
に
亭
主
の
下
人
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら

は
、
人
を
だ
ま
す
こ
と
や
貪
欲
を
戒
め
る
譬
喩
因
縁
譚
・
教
訓
譚
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
本
来
独
立
し
た
説
話
で
あ

っ
た
人
売
り
説
話
を
題
材
と
し
な
が
ら
も
、
仏
教
説
話
の
教
訓
性
を
除
去
し
、
だ
ま
し
た
側
が
だ
ま
さ
れ
る
と
い
う
展

開
の
面
白
さ
に
着
目
し
て
、
後
半
の
磁
石
説
話
に
接
続
さ
せ
た
こ
と
が
、
狂
言
「
磁
石
」
の
工
夫
で
あ
っ
た
。
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源
仲
正
の
題
詠
歌
─
『
夫
木
和
歌
抄
』
『
三
勇
和
歌
集
』
を
資
料
と
し
て

白
百
合
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

家
永

香
織

『
桑
華
書
志
』
所
載
「
古
蹟
歌
書
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
源
仲
正
に
は
「
蓬
屋
集
」
な
る
家
集
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が

散
逸
し
て
お
り
、
現
在
仲
正
の
和
歌
を
論
じ
る
に
は
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
、
彼
が
出
詠
し
た
歌
合
や
百
首
歌
等
を
参
照

す
る
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
仲
正
歌
二
〇
一
首
（
重
複
歌
一
首
を
含
む
）
が
採
ら
れ
た
『
夫
木
和
歌
抄
』
と
、
新
出
歌

六
首
を
含
む
六
七
首
が
知
ら
れ
る
『
三
勇
和
歌
集
』
（
江
戸
時
代
中
期
私
撰
集
）
は
、
散
佚
し
た
仲
正
の
家
集
を
撰
歌
資

料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
面
影
を
伝
え
る
重
要
な
作
品
と
言
え
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
二
集
を
資
料

と
し
、
現
在
で
は
証
本
の
伝
わ
ら
な
い
仲
正
の
組
題
に
よ
る
作
品
に
つ
い
て
、
寄
物
型
恋
題
歌
群
を
中
心
に
検
討
し
た

い
。寄

物
型
恋
題
は
院
政
期
に
入
っ
て
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
、
百
首
歌
で
は
『
為
忠
家
後
度
百
首
』『
崇
徳
院
句
題
百
首
』

に
整
理
体
系
化
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
夫
木
抄
』
か
ら
は
、
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
や
歌
会

で
の
作
を
除
い
て
も
、
二
三
題
二
三
首
も
の
寄
物
型
恋
題
の
仲
正
歌
が
集
成
で
き
る
が
、
こ
れ
は
同
時
代
の
歌
人
の
中

で
群
を
抜
い
て
多
い
数
で
あ
る
。
し
か
も
、
寄
物
題
を
構
成
す
る
要
素
は
天
象
・
地
儀
・
舟
車
・
布
帛
・
器
物
・
動
物

・
植
物
な
ど
類
書
的
分
類
が
で
き
、
組
題
的
構
成
に
よ
る
ま
と
ま
っ
た
恋
題
歌
群
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
そ

れ
が
百
首
歌
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
寄
物
型
恋
題
百
首
と
し
て
和
歌
史
上
ご
く
早
い
例
と
な
り
、
極
め
て
重
要
な
意
義

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

発
表
に
お
い
て
は
、
同
時
代
の
皇
后
宮
肥
後
・
西
行
・
登
蓮
ら
の
恋
百
首
（
百
十
首
）
と
の
関
係
や
、『
六
百
番
歌
合
』

な
ど
後
代
の
作
品
へ
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
仲
正
が
寄
物
型
の
恋
題
百
首
を
詠
ん
だ
可
能
性
を
探
り
、
そ
の
背

景
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
仲
正
は
他
に
、
寄
物
型
述
懐
題
に
よ
る
「
法
輪
百
首
」
、
堀
河
百
首
題
に
基
づ
く
結
題
百

首
と
思
し
き
「
山
家
百
首
」
も
詠
ん
で
い
る
。
組
題
百
首
が
整
備
さ
れ
、
寄
物
題
が
拡
張
、
定
着
し
て
ゆ
く
過
程
の
中

に
仲
正
の
作
品
群
を
定
位
し
、
題
詠
史
に
お
い
て
仲
正
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。


